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平成 28 年度 長野市地球温暖化対策地域推進計画の進捗状況 

（１）目標値（温室効果ガス削減期待量）               単位：t-CO2

部門(大分類)

基準年度 

2005（H17）年度

排出量 

2013（H25）年度 2016（H28）年度

削減期待量 

2020（H32）年度

削減期待量 

2050（H62）年度

削減期待量 排出量 増減(％)

農林水産業 50,463 19,429 △61.50

15%削減 

△356,658

20%削減 

△475,544

60%削減 

△1,426,633

製造業・ 

建設業・鉱業
397,268 398,174 0.23

業務部門 831,784 946,848 13.83

家庭部門 486,424 516,717 6.23

運輸部門 543,943 449,073 △17.44

廃棄物部門 67,840 48,251 △28.88

排出量合計 2,377,722 2,378,491 0.03 2,021,063 1,902,178 951,089

（２）指標目標の進捗状況評価について 

数値目標あり 評価値 項目数 数値目標なし 評価値 項目数

９５％≦ 実績 Ａ 18 
施策を実施している。 ａ 33 

７５％≦ 実績 ＜９５％ Ｂ 4 

５０％≦ 実績 ＜７５％ Ｃ 5 
施策をほぼ実施している。 ｂ 6 

２５％≦ 実績 ＜５０％ Ｄ 2 

 ０％≦ 実績 ＜２５％ Ｅ 2 施策をあまり実施していない。 ｃ 2 

未実施 Ｆ 0 未実施 ｆ 1 

合計  31 合計  42 

・数値目標が設定されているものは、目標に対する進捗率を用いて評価をする。 

・数値目標が設定されていないものは、施策の実施状況を鑑み進捗の評価をする 

資料２ 
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(３）方針ごとの進捗状況と温室効果ガス削減期待量 

方 針 名 進捗状況 

2016(H28)年度 

温室効果ガス 

削減期待量 

2016(H28)年度

温室効果ガス 

削減量※ 

方針１ 

再生可能エネルギーの有効

活用 

・「太陽光発電設備規模」、「バイオマス
熱利用導入数」等の再エネ導入支援
策に関しては、ほぼ目標を達成して
いる。 

・「木質ペレット年間生産量」は、灯油
安値の影響等によるペレット消費の
減少に伴って生産量が低下してお
り、設定した目標には届かなかった。

40,165 t-CO2 58,464.1 t-CO2

数値目標あり Ａ：３、Ｂ：０、Ｃ：３、Ｄ：１、Ｅ：０、Ｆ：０ 

数値目標なし ａ：５、ｂ：０、ｃ：０、ｆ：０ 

方針２ 

省エネルギーの推進 

・省エネ機器（家庭用燃料電池）の導
入支援を開始した。事業所向けの省
エネ支援や、「ＨＥＭＳ、ＢＥＭＳの
導入実績」の把握方法等については
引き続き検討し、推進する必要があ
る。 

・「エコカー登録率」は、目標に届かな
かったものの、着実に増加している。

119,381 t-CO2 29,067.8 t-CO2

数値目標あり Ａ：５、Ｂ：２、Ｃ：１、Ｄ：０、Ｅ：１、Ｆ：０ 

数値目標なし ａ：６、ｂ：１、ｃ：２、ｆ：１ 

方針３ 

歩きやすい・暮らしやすい

環境の整備 

・公共交通機関の利用者数や歩道の整
備延長等、目標はおおむね達成されて
いる。 6 t-CO2 2.7 t-CO2

数値目標あり Ａ：３、Ｂ：０、Ｃ：０、Ｄ：０、Ｅ：０、Ｆ：０

数値目標なし ａ：６、ｂ：２、ｃ：０、ｆ：０

方針４ 

緑化の推進と熱環境の改善

・年により実施状況が変動がある「間
伐面積（搬出）」や「地域材（素材）
生産量」は、目標に届かなかった。

・「林道・林業専用道整備延長」は、新
路線開設の準備（測量等）を実施し、
H28 年度の新規開設はなかった。 

・森林整備に関する他の目標や、市街
地の緑化に関する目標についてはお
おむね達成されている。 

― ― 

数値目標あり Ａ：２、Ｂ：１、Ｃ：１、Ｄ：１、Ｅ：１、Ｆ：０

数値目標なし ａ：６、ｂ：２、ｃ：０、ｆ：０

方針５ 

環境教育・環境学習の推進

・イベント等の開催状況については、
年による変動があるものの、「マイバ
ッグ持参率」やごみの減量をはじめ、
目標はおおむね達成されている。 

195,848 t-CO2 1,340 t-CO2

数値目標あり Ａ：５、Ｂ：１、Ｃ：０、Ｄ：０、Ｅ：０、Ｆ：０

数値目標なし ａ：１０、ｂ：１、ｃ：０、ｆ：０

合計

355,400 t-CO2 88,874.6 t-CO2数値目標あり Ａ：18、Ｂ：４、Ｃ：５、Ｄ：２、Ｅ：２、Ｆ：０ 計 31 

数値目標なし ａ：33、ｂ：６、ｃ：２、ｆ：１ 計 42 

※削減量の算出ができたもののみ 


